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研究成果の概要（和文）：チーム生産における各メンバーのリーダーシップ行動の蓋然性が、そ

のメンバーがチーム生産について判断する際の情報能力にどのように依存しているかを、ゲー

ム理論モデルを用いて理論的に研究した。情報能力が対称なプレーヤーからなるチームの逐次

均衡と一方のプレーヤーの情報能力が優れているチームの逐次均衡を比較し、次を明らかにし

た。(1) 対称情報能力の場合も非対称情報能力の場合も逐次均衡が存在する。しかし、(2) 対

称情報能力の場合も非対称情報能力の場合も、それぞれ逐次均衡が複数存在しうる。そして、

(3) 情報能力が高かくなればリーダーシップ行動の蓋然性が高まる、ということは一般的には

言えない。 

 
研究成果の概要（英文）：With a game theoretic model, we studied how a probability with 
which a member of a team takes a leadership behavior in team production differs 
depending on his informational ability with which he forms his assessment of team 
productivity. We studied the sequential equilibrium in a team with symmetric 
informational abilities and in a team with asymmetric informational abilities. We found 
that (1) there exists a sequential equilibrium both in a symmetric ability team and in an 
asymmetric ability team, (2) there may exist multiple sequential equilibria both in a 
symmetric ability team and in an asymmetric ability team, and (3) it is not necessarily the 
case that a probability of taking a leadership behavior is increased when his/her 
informational ability is improved. 
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１．研究開始当初の背景 

組織が成果をあげる上で、メンバーの誰か
が有効なリーダーシップ行動をとることで
他のメンバーの活動を促すことが重要であ
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ることは広く認識されている。同時に、メン
バーがすすんでリーダーシップ行動をとる
こと、そのリーダーシップ行動が実際に他の
メンバーの活動を促すことにつながること
が、無条件には期待できないこと、むしろま
れにしか期待できないことも広く認識され
ている。 

このリーダーシップの希少性、困難性を背
景として、社会科学、とりわけ組織の有効性
を研究する経営学では、どのような個人がど
のような環境でリーダーシップ行動をとる
ことができるのかを明らかにしようとする
研究が行われてきた。その研究方法は、主に
フィールドデータを用いてリーダーシップ
行動と相関の高い個人特性、環境特性を抽出
するという方法である。その研究成果として、
リーダーシップ行動と関係していることが
推測される様々な個人特性、環境特性が報告
されている。 

しかし、既存研究によって報告されている
個人特性のそれぞれがなぜリーダーシップ
行動と相関を持つのかはよくわかっていな
い。また、それらの相関が特定の環境下で見
いだされ、別の環境下ではハッキリしないの
はなぜかもよくわかっていない。 

特定の個人特性が特定の環境下でリーダ
ーシップ行動の蓋然性を引き上げるのはな
ぜかを理解するには、それらの個人特性が特
定の環境下でその個人にリーダーシップ行
動をとらせる因果関係を明らかにする必要
がある。 
 
 
２．研究の目的 
 本研究の目的は、リーダーシップ行動を促
す要因の１つとして既存研究が報告してい
る情報要因を取りあげ、メンバーが持つ情報
がどのような特性を持てばそのメンバーが
リーダーシップ行動をとる可能性が高まる
のかを、特定のチーム生産の状況を表すゲー
ム理論モデルを用いて、理論的に明らかにす
ることである。 
 既存研究では、集団にとって重要な情報を
持つ個人がリーダーシップ行動をとる傾向
があることが報告されている。しかし、集団
にとって重要な情報にはさまざまな種類の
情報がある。さらに、その情報を集団のメン
バー間で共有し、各メンバーの行動に反映す
る方法には、リーダーシップ以外にもさまざ
まな方法があり得る。 
そこで、本研究では、まず 

(1) 問題とする情報のあり方 
(2) 集団が行う活動とその情報との関係 
を特定化した集団活動のゲームモデルを構
成し、そのモデルにおいて特定の情報を持つ
メンバーがリーダーシップ行動をとるとい
うことを逐次均衡の理論によってゲーム理

論的に再現する。その上で、そのリーダーシ
ップメカニズムの下での情報の重要性の尺
度を数学的に定義する。そして、特定化した
集団活動のゲームモデルにおいて、理論的に
再現されたリーダーシップメカニズムの下
で、数学的に定義した意味での情報の重要性
が高まればリーダーシップ行動の蓋然性が
高まる因果関係を明らかにすることをめざ
す。 
 
 
３．研究の方法 
 
A. 集団が行う活動とその情報との関係の

特定 
本研究は、次のチーム生産状況のモデルを

考察する。2 人 1 組のチームで、各メンバー
がチーム生産性について個人判断を持って、
2 回あるタイミングの好きな方で、チームの
ための努力水準を選んで生産活動を行う。高
い努力水準はチーム生産を引き上げるもの
の、それだけ高い費用を個人的に負担するこ
とを意味する。これは翻って、相手が高い努
力水準を選択してくれれば、そのチーム生産
引き上げ効果を通じて、自分が便益を享受で
きることを意味する。 
 我々の先行研究 
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の成果によれば、各メンバーのチーム生産性
の判断が独立であって、個人が負担する努力
費用が一定の条件を満たせば、チーム生産性
に関して楽観的な判断を持つメンバーがす
すんで高い努力水準の活動を行うこと、つま
りリーダーシップ行動をとることが逐次均
衡で実現する。 
 この先行研究によって明らかとなったリ
ーダーシップのメカニズムは、あるメンバー
のリーダーシップ行動がシグナリングを通
じて他のメンバーの行動に影響を与える、と
いうものである。このメカニズムが作動する
のは、シグナルを受け取るよりもシグナルを
送ることに便益を見いだすメンバーが、その
便益のために実際にシグナル行動としての
リーダーシップ行動をとるときである。そし
て、そのようなメンバーとは、チーム生産性
に関する楽観的判断を持つ個人である。 
 このリーダーシップメカニズムでは、リー
ダーシップ行動を左右する要因は、チーム生
産性に関する判断である。その判断が楽観的
であることは、それが悲観的であることに較
べ、各メンバーの活動のモチベーションを高
める。このことが、チーム生産における個人
活動の外部効果を通じて、楽観的判断を持つ



個人にリーダーシップ行動を取らせる。この
意味でチーム生産性に関する楽観的判断が
このチームにとって「重要性」を持つ情報と
いうことになる。 
 
B.  問題とする情報のあり方の特定 
 この情報の「重要性」を裏付けているもの
は、チーム生産性に関する楽観的判断と悲観
的判断には、判断の違いに根拠があるという
ことである。上述の我々の先行研究では、そ
の根拠を、「楽観的判断を持つ場合には実際
にチーム生産性が高い可能性が相対的に高
く、悲観的判断を持つ場合には実際にチーム
生産性が低い可能性が相対的に高い」という
単純な想定に求めていた。 

本研究では、情報の「重要性」を明示的に
モデルで表す。具体的には、チーム生産を行
う個人が抱くチーム生産性の判断が形成さ
れるプロセスを、次の確率モデルで捉える。 
(1) チーム生産性は、高い / 低いの 2 通りの

可能性がある。 
(2) 個人は、チーム生産性の真の値に応じて

確率的にシグナルを受け取る。 
(3) シグナルが生起するとき、その個人に備

わったシグナル精度で生起する。 
(4) 個人は、自分の実際の情報精度を知った

上でシグナルを受け取り、そのシグナル
に基づいてチーム生産性の事後確率を形
成する。この事後確率が、その個人が抱
くチーム生産性の判断をなす。 

(5) シグナル精度自体は、確率変数の実現値
であり、その生起の仕方は、シグナル精
度の事前分布で記述される。 

この確率モデルで、個人のシグナル精度の
事前分布が、その個人の情報特性を表現する。
すなわち、チーム生産性に関して楽観的判断
を持つ個人がリーダーシップ行動を取る可
能性が高いという場合、一口にチーム生産性
に関する判断が楽観的であるといっても、そ
の判断には、判断の確からしさの裏付けが対
応している。その判断が高いシグナル精度の
下で得られたものであれば、楽観的判断はそ
れだけ信用でき、その意味で集団にとってそ
れだけ重要な判断である、ということになる。
従って、シグナル精度が高い可能性が高い個
人は、チーム生産性に関して潜在的にそれだ
け重要な情報を持つ個人といえる。本研究で
は、シグナル精度が高い可能性が高いという
ことを、数学的に、情報精度の事前分布が第
1 次確率優位の意味で優れていることとして
定義した。 
 
C. 分析方法 

以上で説明したチーム生産性の判断の確
率モデルを組み込んだチーム生産ゲームで、
1 人のメンバーの情報精度の事前分布が第 1
次確率優位の意味で改善された場合、そのメ

ンバーが逐次均衡においてリーダーシップ
を取る蓋然性が上昇するか否かを分析した。 
具体的には、まず、2 人の個人の情報特性

が、シグナル精度の事前分布が同じであると
いう意味で対称な場合を想定し、チーム生産
ゲームの逐次均衡を求める。そして、その逐
次均衡で、各プレーヤーがどのような情報精
度の下でどのようなシグナルを受け取った
ときにリーダーシップ行動をとるかを特定
し、それが起こる事前確率を求める。 

それから、一方の個人の情報精度の事前分
布を、元の事前分布に対して、確率分布の第
1 次優位の関係にある分布と置き換える。そ
れは、前者は後者よりも、チーム生産性につ
いて潜在的により正確な判断を下せる能力
がある状況を意味する。この非対称能力の下
での逐次均衡を求め、逐次均衡で各個人がと
るリーダーシップ行動の確率を求める。 

最後に、対称能力の下でのリーダーシップ
行動確率、非対称能力の下での能力が高まっ
た個人のリーダーシップ行動確率、元の能力
のままの個人のリーダーシップ行動確率を
比較研究し、この方法で厳密に定義された意
味での情報優位性が、メンバー間のリーダー
シップ行動の蓋然性をどのように左右する
かを明らかにする。 
 
 
４．研究成果 
 次を明らかにした。 
(1) 情報精度を確率変数とするシグナルモ

デルを組み込んだチーム生産ゲームに
は逐次均衡が存在することは一般的に
示せる。 

(2) しかし、その逐次均衡は、チーム生産性
について楽観的な判断を持つメンバー
はリーダーシップ行動をとるというク
ラスに限ってみても、1 つとは限らない。
複数均衡が存在しうる。さらに、複数均
衡は、対称能力の下でも、非対称能力の
下でも、ともに起こりうる。 

(3) 複数均衡が存在する結果、情報能力が高
まったメンバーのリーダーシップ行動
の蓋然性が高まる場合と下がる場合と
がある。 
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